
分類 2-02 教科名 地理歴史 科目名 世界史 A 

対象学科（ｺｰｽ） 全学科 学 年 ２ 単位数 ２ 

指 導 目 標 

世界史を学ぶことにより、人々がどのような問題に直面し立ち向かっていったかを知る． 

地球規模で大きく変わっていく現代・未来に生きる我々の拠り所を考える上でのヒント

としたい。 

内 容 

・基本的な知識、事柄を精選して学び、歴史を学ぶ上での基礎知識(年号、文明、文化な

ど)を確認する． 

・1年で学んだ「地理」を踏まえて風土、民族、歴史地図を作成し活用する。 

内容の取扱い 
・座学が中心。資料の読み取りや視聴覚教材を活用して人物学習をし自分の生き方を考

える。 

指 
 

導 
 

計 
 

画 

学 期 指 導 事 項 指 導 内 容 予定時間 

1 学 期 

4 ～ 6 月 

諸地域の成立と発展 

 

東アジア世界：その成立や特質・政治構造 

       日本との関わり 

22 
 

 

南アジア世界：その成立や展開(宗教との関係) 

東南アジアの特質 

 

 

イスラーム世界：西アジアと諸文明、イスラーム文明 

イスラーム世界の成立と拡大 

2 学 期 

7～11 月 

 

 

ヨーロッパ世界：風土、民族、ギリシア・ローマの伝統 

キリスト教社会と東西ヨーロッパ世界 

28 

 

 

西ヨーロッパ世界の展開と変動 

封建社会と都市 

一体化に向かう世界 

 

大航海時代の世界：ヨーロッパの変革と社会変動 

新大陸、東アジア、イスラーム世界の繁栄 

 

 

ヨーロッパ主権国家体制の成立 

ヨーロッパ諸国の国際関係と社会の変化 

19 世紀の世界の形成

と発展 

 

アメリカとフランスの革命、産業革命と世界市場の形成 

ヨーロッパ市民社会の発展、アメリカ合衆国の膨張 

アジア諸国とヨーロッパの進出 

3 学 期 

12～3 月 

 

 

アジア諸国の植民地化と日本(明治維新と東アジア) 

帝国主義と世界の変容 

20 

現代の世界と日本 

 

第一次世界大戦と民族主義の展開 ファシズムの台頭と 

第 2次世界大戦 

 

 

米ソ冷戦とアジア・アフリカ 

地球社会への歩みと日本 

 

 

日本の役割 

教科書・副教材他 
教科書：『高等学校 改訂版 世界史 A』(第一学習社) 

資料・整理プリント：(教科担当作成) 

 

評 価 規 準 

評価項目・対象 関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解 評価比重 

授 業 態 度 

て い し ゅ 

◎   ○   

提 出 物 

 

○ ◎  ○   

定 期 考 査  ○ ○ ◎   

 


